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ＶＬＢＩアンテナの日周変動

Diurnal variation of the VLBI antenna
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G P Sキネマティック解析によってV L B Iアンテナの熱変形を調査した。観測には、つくばV L B Iアンテナの副反射
鏡上部に設置された G P Sアンテナと、国土地理院構内のT S K B（I G S観測点）を用いた。 1 9 9 9年１月1 9～2 1日のデ
ータを対象に、Bernese Ver.4.0を用いて解析を行った。その結果、ノイズレベルの範囲では気象の影響による日
周変動は確認できなかった。今後も観測を行い、VLBIアンテナの日周変動を調査していく。

V L B Iで測定される基線ベクトルには、微小ながら季節変化が含まれている。季節変化の要因は大きく分けて２
つある。一つは地球物理学的なものである。大気（気温、気圧、湿度）の年変化により電波伝搬路が年変化する
ため、基線ベクトルも年変化する。また、地球潮汐、海流の年変化は、観測局の位置そのものを年変動させる。

一方、アンテナ自体は熱変形のため、その形を変える。V L B Iアンテナを支える基台部・架台部は、鉄や鉄筋コ
ンクリートでできているため、温度の変動による日周・季節的な熱膨張・収縮が起こる。

つくばV L B Iアンテナ（3 2 m）では、アンテナ構造部の日射による熱膨張や収縮をおさえるため、架台部のマウ
ントを全体的にパネルで覆い直射日光を当てない等の工夫がなされているが、どの程度の効果があるか実証され
ていない。今回は、温度の影響によるV L B Iアンテナ構造の熱変形（日周変動）を把握する目的でG P Sによる観測
を行った。

観測点は、つくば V L B Iアンテナの副反射鏡上部に設置されたG P Sアンテナ（C h o k e R i n g）と、国土地理院構
内のT S K B（I G S観測点）である。解析ソフトはB e r n e s e V e r . 4 . 0でキネマティック手法を用いた。現在までの解
析に使用したデータ期間は 1 9 9 9年１月1 9～2 1日である。G P S観測時におけるV L B Iアンテナ付近の気象データも取
得した。

T S K B点のピラーは非常に構造が小さいため、変形が無いものと仮定して解析した。V L B Iアンテナで使用して
いる部材の膨張率から算出される鉛直方向の変動量は、１℃当たり約0 . 4 m mである。観測を行った日の気温変動
量（1 5℃）が、部材に与える温度変化だと仮定すると、鉛直方向に6 m m程度の変動となる。一方、水平方向の変
動については、日射の影響による局所的な膨張（収縮）から生じる変動が予想されるが、V L B Iアンテナは複雑な
立体構造体であるため予測が立たない。

解析の結果、気象の影響と思われるような日周変動は水平・鉛直方向共に確認できなかった。要因として、水
平方向では、V L B Iアンテナが複雑な構造体であることから素直に膨張しなかったこと、パネルによる効果が現れ
ていること等が、鉛直方向では、気温変動による熱膨張（収縮）が原因で変動は生じるが、鉛直成分が予想より
小さくG P Sでの検出が難しいこと等が考えられる。しかし、解析に用いた観測期間が短いことや、衛星の影響と
思われる変動等が完全に取り除けていないことから変動が検出できなかった可能性もあり、まだ結論を出すこと
はできない。

今後も長期間の観測を行うとともに、データ処理の手法を改善するなどして、V L B Iアンテナの日周変動を調査
していきたい。


